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平成 29 年 3 月 1 日より介護保険料率が変わります 
 

●介護保険料率 

平成 29 年 2 月までの保険料率     平成 29 年３月１日からの保険料率 

   1000 分の 15.8            1000 分の１６.５ 

本人・会社負担分それぞれ        本人・会社負担分それぞれ 

     1000 分の 7.9             1000 分の８.２５ 

※ 介護保険に該当（40 歳～64 歳）の方は、健康保険と介護保険を合わせて 

1000 分の 116.9（本人・会社負担分それぞれ 1000 分の 58.45）となります。 
 

・39 歳以下の方は介護保険料は徴収されません。 

・65 歳以上の方は原則年金額より介護保険料が徴収され、給与では徴収されません。 

 

※ 平成 29 年 3 月１日以降に支払われる賞与にも上記変更の保険料率が適用されます。 

給与では保険料の当月引（３月分給与より）、翌月引（４月分給与より）の会社がある 

ため、後日、当事務所より変更月ならびに各人の保険料額一覧表をお渡ししますので、 

ご確認下さい。 

※ 健康保険料率の変更はありません。 

年金の受給資格期間が１０年に短縮 

老齢基礎年金等の受給資格期間が２５年から１０年に短縮され、 

改正は平成２９年８月１日から施行されます。 
○施行日時点で下記に該当する方は、施行日に老齢基礎年金や特別支給の老齢厚生年金等の受給

権が発生します。 

【また、施行日後に受給要件に該当した方は該当した日に受給権が発生します。】 

※年金加入期間が１０年以上ある６５歳以上の方 

※年金加入期間が１０年以上あり、厚生年金保険の加入期間が１年以上ある６０歳（男性は 

６２歳以上６５歳未満の方）以上の方 

 

○年金は受給権発生の翌月分から受けられます。また年金の支払いは原則偶数月です。 

【例】平成２９年８月１日に受給権が発生する方への最も早い支払いは平成２９年１０月（平成

２９年９月分を支払い）です。手続きが遅れてもさかのぼって平成２９年９月分から支払わ

れます。 

 

○日本年金機構（以下「機構」）が把握している年金記録において、年金の加入期間が１０年を

超えている方には機構から年金請求書を送られます。 
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※年金請求書は平成２９年２月末頃から７月にかけて順次、送られる予定です。 

 詳細については準備が整い次第、機構のホームページ等でご案内があります。 

 

○年金相談、年金請求は、予約をすることでお客様のご都合に合わせたスムーズな相談が可能と

なります。 

※今回の制度改正により新たに老齢基礎年金等の受給権が発生する方がたくさんおられ、年金請

求書も多くの方に送られていきます。 

※年金事務所などの窓口の混雑が予想され、混雑を緩和するため「ねんきんダイヤル」において

予約相談ができます。 

 

○機構が把握している年金記録が１０年に満たない方に対しても、機構より個別にお知らせが

送られる予定です。 

※年金の加入期間が１０年に満たない方でも、国民年金の任意加入や後納制度により年金の加

入期間が１０年以上となれば、年金の受給権が発生します。 

【送付時期など決まりましたら、機構ホームページ等で改めて案内があります】 

※年金の加入期間については、ねんきんダイヤル【0570-05-1165】にお問い合わせいただくこと

でご自身の加入期間を郵送にて回答が行われます。 

なお年金の加入期間については、お近くの年金事務所や街角の年金相談センターでもご確認で

きます。 

※各お問い合わせ、年金相談ご予約の際は、お手元に年金手帳等を御準備ください。 

【予約担当より、必要な項目等の質問があります】 

○来訪者の身分証明書を御準備ください。 

 ・自動車運転免許証などの顔写真入りの公的証明書または、顔写真入りでない場合には年金手

帳及び健康保険証など、二種類の証明書の提示が必要となります。 

 

全国健康保険協会広島支部からのお知らせ 

柔道整復師（整骨院・接骨院）で健康保険を使うには要件があります。 
柔道整復師（整骨院・接骨院）にかかる時、医師や柔道整復師の診断により、健康保険が「使え

る場合」と「使えない場合」があります。かかり方を正しく理解し、適正な受診にご協力をお願

いします。 

健康保険が使えます（一部負担） 

○急性・亜急性の外傷性の骨折・脱臼・打撲 

○捻挫・挫傷（肉離れなど） 

※骨折・脱臼は、応急処置の場合を除き、医師の同意が必要です。 

 

健康保険は使えません（全額自己負担） 

○日常生活からくる疲れ、体調不良や単なる肩こり 

○スポーツなどによる筋肉疲労 

○病気（神経痛・ヘルニア・五十肩など） 

○脳疾患後遺症などの慢性病 

○慰安目的のマッサージ代わりでの利用 

※今号の詳細については、当事務所の担当者までお問い合わせください。 

協会けんぽでは、施術

された方に負傷原因

や施術内容について、

確認がはいる場合が

あります。健康保険の

適正な運営のため、ご

協力をお願いします。


